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「
無
類
に
郷
土
を
愛
し
た
作
家
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
」
織
田
作
之
助
の

文
学
が
実
は
「
故
郷
喪
失
の
文
学
」
で
あ
っ
た
と
い
う
安
田
義
明
氏
の
指
摘
（
「
故

郷
と
異
郷
」
昭
55
）
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
「
故

郷
」
＝
大
阪
の
下
町
を
描
い
た
織
田
の
代
表
作
の
一
つ
に
『
わ
が
町
』
が
あ
る
。

『
わ
が
町
』
に
は
昭
和
17
年
11
月
の
「
文
藝
」
に
掲
載
さ
れ
た
短
編
と
昭
和
18

年
４
月
単
行
本
化
さ
れ
た
長
編
の
二
種
の
テ
ク
ス
ト
が
存
在
す
る
。
両
テ
ク
ス

ト
と
も
中
心
と
な
る
物
語
の
展
開
や
主
だ
っ
た
登
場
人
物
は
共
通
し
て
お
り
、

主
人
公
は
『
立
志
伝
』（
昭
16
・
７
）
に
登
場
し
て
い
た
佐
渡
島
他
吉
で
あ
る
。

長
編
に
は
短
編
の
内
容
に
は
な
い
『
夫
婦
善
哉
』
（
昭
15
・
４
）
の
続
編
と
し

て
の
要
素
、
さ
ら
に
『
婚
期
は
づ
れ
』
（
昭
15
・
11
）
の
内
容
が
付
加
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
他
吉
が
大
阪
に
帰
っ
て
く
る
ま
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
履
歴
を
描

い
た
部
分
は
当
時
出
版
さ
れ
て
い
た
「
南
方
開
発
」
に
つ
い
て
の
文
献
が
複
数

下
敷
き
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
谷
晃
一
氏
が
指
摘
（
『
織
田
作
之
助

伝
』
昭
48
）
し
た
よ
う
に
本
作
の
主
た
る
舞
台
「
河
童
路
地
」
は
織
田
の
実
際

の
故
郷
・
大
阪
上
汐
町
に
町
の
構
成
ま
で
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
織
田

は
単
行
本
『
わ
が
町
』
の
「
後
記
」
に
「
も
と
よ
り
こ
の
町
は
作
者
に
と
つ
て

架
空
の
町
で
あ
る
。
」
と
書
く
。
織
田
は
様
々
な
質
の
前
テ
ク
ス
ト
を
貼
り
あ
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
在
の
故
郷
を
「
架
空
の
町
」
＝
「
わ
が
町
」
に
仕
立
て

上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
織
田
の
「
故

郷
」
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
取
り
方
と
、
そ
の
意
味
を
考
察
し
た
い
。 
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